
４５．分娩５分後アプガースコアが 4以下の割合 

 

アプガースコアは、5分後のスコアが新生児の神経学的な長期予後を反映するとされ、４

～７点が軽症仮死、3点以下が重症仮死とされる。 

アプガースコア 4点以下の新生児の当院での発生率は、平成 24年まで正期産児では一般

（0.29%）より高く、早産児では一般（1.59%）に並んでいた。平成 25年度はいずれも減少

したが、平成 26 年度は正期産児では一般より高くなり、早産児では減少した。平成 27 年

度から早産児では上昇傾向にある。 

  早産の割合は平成 26年度 23.7％、平成 27年度 21.9％、平成 28年度 26.3％であるため、

発生率が上昇したと考える。平成 29年度では、5分後アプガースコア 4点以下の発生率が

低下しており、新生児に関わる救命救急処置技術の向上も一因と考えられる。 

 

データ提供 看護部 B-3病棟（産科） 
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